
大学研究力強化委員会の設置について
１．設置の背景

 今般の文部科学省の組織再編では、その主要な狙いの１つとして、大学、大学共同利用機関の研究力強化のための
体制整備を図ることとしており、科学技術に関する研究開発に関する基本的な政策の企画立案・推進を所掌する研究
振興局を中心に、大学等の研究力強化に向けた政策を総合的に推進することとしている。

 このため、学術に関する研究機関(大学附置研究所、大学共同利用機関等)の研究体制の整備等を所管する学術
機関課の所掌範囲を拡大し、大学等の研究全般に関する基本的な政策の企画立案・推進等を分掌させ、令和３年
10月、名称を「大学研究基盤整備課」に改めるとともに、同課に「大学研究力強化室」を設置。

２．大学研究力強化委員会の役割

 大学研究力強化室においては、科学技術イノベーションの源泉となる大学等の研究力強化への要請が特に高まる中、
個別大学等の特色・強みに基づく研究の実態を踏まえ、我が国の大学等における研究全体を俯瞰した政策の企画・
立案、推進というこれまでの文科省では十分に担うことのできていなかった総合的な政策に関する機能を担うこととなる。

 現在、総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）の「世界と伍する研究大学専門調査会」において、大学ファンドの
制度設計に向けた検討が進められるとともに、「統合イノベーション戦略推進会議」において、「地域の中核となる大学
の機能強化に向けたパッケージ」を今年度中に策定することとされているなど、文科省としても、大学等の研究振興に関
する総合施策の実施等に当たって、大学等における科学技術に関する研究開発に関する重要事項について、機動的
に調査する必要があることから、令和3年10月13日、科学技術・学術審議会に「大学研究力強化委員会」を設置。

名 称：大学研究力強化委員会
調査事項：科学技術イノベーションの源泉となる大学等の研究力強化を図るため、大学等における科学

技術に関する研究開発に関する重要事項について、幅広い観点から調査検討を行う。
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大学研究力強化委員会の主な検討事項等について
「第６期科学技術・イノベーション基本計画(令和3年3月26日閣議決定)」における主な記載
○大学は、多様な知の結節点であり、また、最大かつ最先端の知の基盤である。大学には、研究⼈材や研究施設・設備にとどまらず、
各種のデータ基盤とその分析機能、産学連携のハブ機能、国際的な知のネットワークなど、有形・無形の知的資産が存在しており、
学術の中心として、このポテンシャルを様々な形で最大限に活用してSociety 5.0 時代を牽引する役割が求められている。

○不確実性の高い社会を豊かな知識基盤を活用することで乗り切るため、今後、全ての大学が同⼀のあるべき姿を⽬指すのではなく、
個々の強みを伸ばし、各大学にふさわしいミッションを明確化することで、多様な大学群の形成を⽬指す。

○優秀な若者が、アカデミア、産業界、行政など様々な分野において活躍できる展望が描ける環境の中、経済的な心配をすることなく、
⾃らの⼈⽣を賭けるに値するとして、誇りを持ち博⼠後期課程に進学し、挑戦に踏み出す。

○大学の研究力強化を図るため、2021年度から、文部科学省における組織・体制の⾒直し・強化を進め、第６期基本計画期間中
を通じて、国公私立大学の研究⼈材、資⾦、環境等に係る施策を戦略的かつ総合的に推進する。

①我が国の大学の研究力の現状分析や、研究力強化に向けた施策の検討
 我が国の大学の研究力の現状について、科学技術・学術政策研究所(NISTEP)等の分析も踏まえつつ、大学研究力強化に向けた

課題やこれまでの取組等を整理。
 今後の概算要求等も視野に必要な施策の検討や、中長期的な課題を継続して調査・審議。
（議題に併せて、委員等からのプレゼンも検討）

②「世界と伍する研究大学の実現に向けた大学ファンドの創設」について
＜予定＞総合科学技術・イノベーション会議(CSTI)として、今年度、報告書をとりまとめ。
 文部科学省に設置した「世界と伍する研究大学の実現に向けた制度改正等のための検討会議」の検討状況を聴取。
 以降、令和６年度の支援開始に向け、継続的に進捗状況を聴取し、議論。

③「地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ」について
＜予定＞今年度中に、政府として「総合振興パッケージ」を策定予定。
 パッケージ策定に向けて、これまでの文科省の検討状況を聴取し、議論。強化委員会の議論を、パッケージにも適宜反映。
 「総合振興パッケージ」も踏まえつつ、大学の強みや特色を伸ばす取組の強化や、地域の産学官ネットワークの連携強化、地域社会

における大学の活用促進に向けて、具体化・実質化に向けた議論。
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